
と
個
人
語
と
を
比
べ
る
と
、
前
者
は
材
料
語
で
後
者
は
成
果
語
で
あ
る
。

言
語
に
関
す
る
研
究
は
以
上
二
唾
の
言
語
活
動
と
二
時
の
語
詞
と
の
す

べ
て
に
わ
た
っ
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
・
ソ
氏
の
如
く
混
食
的
だ
か
ら

と
言
っ
て
言
の
研
究
対
象
と
し
て
の
地
位
を
軽
く
視
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。
な
お
ソ
氏
の
言
語
活
動
は
こ
1
に
い
う
個
人
の
言
語
活
動
で
あ

き
個
人
の
言
語
活
動
は
社
会
が
い
か
な
る
単
語
を
有
す
る
か
等
色
長

の
条
件
に
制
約
せ
ら
れ
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
等
の
制
約
は
外
在
の
事
情

で
活
動
の
一
部
で
な
い
。
ヱ
れ
を
活
動
の
一
部
で
な
い
と
考
え
る
と
結

局
そ
の
言
語
活
動
は
そ
の
い
わ
⑩
る
言
と
同
じ
も
の
に
な
る
の
で
あ
る

ま
い
か
。

各
種
の
単
語
は
連
語
組
成
上
の
色
々
の
性
能
を
有
す
る
。
各
種
の
連

語
．
単
位
部
・
厳
位
句
・
単
位
文
膿
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
組
成
材
料
た
る
下
位
の

単
位
の
性
能
に
基
づ
い
て
生
じ
た
上
位
単
位
組
成
上
の
色
々
の
性
能
を

有
す
る
。
こ
れ
等
の
単
語
・
連
語
・
単
位
畢
単
位
句
・
単
位
文
が
材
料
語

と
し
て
も
っ
て
い
る
組
成
性
根
は
、
実
質
的
に
は
成
果
語
と
し
て
の
連

語
・
単
位
部
・
単
位
句
・
単
位
文
・
文
葦
の
組
成
方
式
だ
と
も
言
え

る
。
両
者
紅
組
誠
が
異
な
る
だ
け
で
冥
質
的
に
は
相
同
じ
い
。
こ
の
各

材
料
語
の
組
成
性
能
、
各
成
果
語
の
組
成
方
式
を
ま
と
め
三
己
え
ば
個

人
詔
の
組
成
法
則
で
あ
る
。
私
は
こ
の
個
人
語
の
組
成
法
則
を
研
究
す

る
学
を
文
法
学
と
名
づ
け
た
い
。
詔
詞
並
び
隻
義
活
動
に
関
し
．
て
は

研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
色
々
の
面
が
あ
ろ
う
が
、
そ
の
一
つ
と
し

て
個
人
語
組
成
の
法
則
わ
研
究
が
あ
る
．
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
各
時

代
の
学
界
の
趨
向
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
ま
た
他
の
色
々
の
面
に
研
究
が

成
立
つ
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
詔
組
成
の
法
則
は
研
究
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
重
要
な
る
一
つ
で
あ
る
。
文
法
学
と
い
う
学
の

内
容
と
し
て
如
何
な
る
研
究
を
盛
る
か
は
結
局
学
者
そ
れ
ん
＼
の
見
解

に
任
せ
る
よ
り
外
な
．
い
が
、
私
は
こ
の
個
人
語
組
成
の
法
則
を
研
究
す

る
学
を
文
法
学
と
名
づ
け
る
。

（
徳
島
大
学
教
授
）
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二
歳
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の
対
話
文
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心
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ー

野

地
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家

に
お
け
る
話
し
こ
と
ば
の
生
活
を
手
が
か
り
と
し
て
幼
年
期
言
語
教

本
桐
で
は
、
「
幼
児
の
蒲
二
歳
期
（
と
く
に
そ
の
う
ち
の
一
カ
月
間
）
　
膏
の
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
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こ
こ
で
対
象
に
す
る
一
幼
児
は
、
わ
た
く
し
の
長
男
（
澄
晴
）
で
、

昭
和
二
王
二
年
三
月
九
日
生
れ
。
出
生
地
は
愛
媛
県
温
泉
那
小
野
村
・

（
農
村
）
で
あ
っ
た
が
、
生
後
二
カ
月
目
か
ら
は
、
広
島
市
基
町
北
区

（
戦
後
の
一
般
住
宅
筒
）
で
成
育
し
た
。
用
例
は
、
昭
和
二
十
五
年
二

月
九
日
（
木
）
か
ら
三
月
八
日
（
水
）
ま
で
の
二
十
八
日
間
に
採
発
さ

れ
た
六
三
五
例
の
う
ち
か
ら
、
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
家
に
は
、
両
親
の
ほ
か
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
、
昭
和
二
十

五
年
一
月
十
山
ハ
日
に
生
れ
た
弟
（
照
樹
）
が
ひ
と
り
い
る
。

二

満
一
歳
十
一
カ
月
か
ら
満
二
歳
に
な
ろ
う
と
す
る
一
カ
月
間
の
長
男

の
こ
と
ば
の
生
活
を
、
対
話
の
観
点
か
ら
廻
別
す
る
と
、
つ
ぎ
の
五
顆

に
な
る
。

窮
一
群
　
対
話
の
起
文
が
本
人
に
よ
っ
て
ね
こ
さ
れ
る
も
の
。
起
文

の
対
人
形
式
が
「
1
父
・
母
・
隣
人
・
友
だ
ち
な
ど
」
と
な
る
も
の
。

自
発
型
と
よ
ぴ
う
る
も
の
。

た
と
え
ば
、

○
了
レ
　
チ
。
－
グ
ィ
。
（
1
父
）

昭
和
2
5
年
2
月
9
日
（
水
）
、
朝
、
楯
ブ
ラ
シ
を
ほ
し
が
っ

て
、
こ
の
文
の
よ
う
に
父
に
苛
つ
。

の
よ
う
に
、
本
人
が
自
発
的
に
父
に
向
か
っ
て
、
概
ブ
ラ
シ
（
了
レ
）

を
と
っ
て
ほ
し
い
と
話
し
か
け
て
い
る
も
．
の
。
・

第
二
類
　
対
話
の
起
文
は
、
父
・
母
・
隣
人
な
ど
に
よ
っ
て
お
こ
さ

れ
、
＊
人
は
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、
そ
の
一
郎
を
、
あ
る
い
は
全
文
を

模
倣
し
て
い
く
も
の
。
担
文
の
対
人
形
式
が
「
父
・
母
・
隣
人
な
ど

↓
」
と
な
り
、
つ
づ
く
次
女
の
対
人
形
式
が
「
↓
父
・
母
・
隣
人
な

ど
」
と
な
る
も
の
。
触
発
型
（
枚
倣
型
）
と
よ
び
う
る
も
の
。

た
と
え
ば
、

○
ヨ
イ
シ
。
。
1
（
父
↓
）

○
ヨ
イ
チ
ョ
。
2
　
（
↓
父
）

昭
和
2
5
年
2
月
1
5
日
（
水
）
、
午
前
八
・
三
〇
す
ぎ
。
父
が

も
の
を
ま
た
ぐ
時
に
t
の
文
の
よ
う
に
言
う
の
を
、
す
ぐ
に

ま
ね
て
、
．
2
の
文
の
よ
う
に
父
に
言
う
。
「
チ
。
」
は
、
や

二
と
「
シ
ョ
」
と
言
え
た
り
、
言
え
ず
に
、
「
チ
ョ
」
と
言

っ
た
り
し
て
い
る
。

の
よ
う
な
型
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
自
然
触
発
・
有
意
触
発
、
部
分
模

倣
・
仝
休
校
倣
が
あ
る
。

第
三
顆
　
対
話
の
起
文
は
、
本
人
に
よ
っ
て
お
こ
さ
れ
る
ば
あ
い
も

あ
り
、
父
・
母
・
隣
人
な
ど
に
よ
っ
て
お
こ
さ
れ
る
ぼ
あ
い
も
あ
る
。
次

文
以
下
が
一
定
の
緊
張
関
係
（
時
に
断
続
を
み
る
こ
と
も
あ
る
）
を
も

っ
て
展
開
し
て
い
く
も
の
。
経
文
の
対
人
形
式
は
「
↓
父
・
母
・
隣
人

な
ど
」
・
「
父
・
母
・
隣
人
な
ど
↓
」
と
な
り
、
つ
づ
い
て
の
展
開
が
ほ

か
ら
れ
る
。
問
答
型
・
対
話
型
と
よ
ぴ
う
る
も
の
。

・
た
と
え
ば
、

○
ト
ー
チ
ャ
ソ
　
ヮ
ソ
ワ
ン
　
ナ
イ
ナ
イ
　
チ
ョ
ー
ダ
ィ
。
1
（
↓
父
）

○
ド
コ
エ
？
。
一
（
父
1
）

○
プ
ッ
チ
。
3
　
（
I
父
）
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○
ワ
ン
ワ
ン
　
オ
ッ
．
ハ
イ
　
チ
ョ
ー
ダ
ィ
。
4
（
↓
父
）

昭
和
2
5
年
2
月
拍
日
（
水
）
、
午
前
九
・
〇
〇
す
ぎ
。
お
も

ち
ゃ
の
犬
（
ヮ
ソ
ワ
ン
）
を
し
ま
っ
ー
て
く
れ
（
ナ
イ
ナ
イ
チ

ョ
ー
グ
イ
）
と
、
I
の
安
の
よ
う
に
父
に
言
う
。
父
が
2
の

文
の
よ
う
に
き
く
と
、
3
の
文
の
よ
う
に
言
う
。
つ
い
で
、

ヮ
ソ
ヮ
ソ
に
お
ち
ち
を
ち
ょ
う
だ
い
と
、
4
の
文
の
よ
う
に

J

父
に
言
う
。

の
よ
う
な
も
の
。

な
お
1
こ
の
事
は
、
さ
ら
に
こ
ま
か
く
分
化
し
て
い
く
。

、
第
四
類
・
対
議
の
超
文
は
、
多
く
の
ば
あ
い
本
人
に
よ
っ
て
を
こ
さ

れ
る
が
、
相
手
に
父
・
母
・
隣
人
な
ど
が
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
対

・
．

人
性
に
と
ぽ
し
く
、
ひ
と
り
ご
と
ふ
う
に
な
4
た
り
、
物
（
生
物
・
家

具
・
お
も
ち
ゃ
）
な
ど
に
向
か
っ
て
話
し
か
け
る
も
の
。
超
文
の
刃
向
形

式
は
、
多
く
の
ば
あ
い
「
1
巳
（
本
人
）
・
物
（
生
物
・
家
具
・
お
も

ち
ゃ
な
ど
）
」
の
よ
う
に
な
る
。
独
語
型
と
も
よ
び
う
る
も
の
。

た
と
え
ば
、

○
ク
ッ
ポ
　
コ
ツ
チ
　
オ
イ
ヂ
。
（
↓
巳
）

昭
和
2
5
年
C
一
月
は
日
（
木
）
、
夕
食
の
時
、
食
卓
の
向
こ
う

の
ほ
う
に
あ
る
コ
ッ
プ
（
ク
ツ
ポ
）
を
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
へ

と
ろ
う
と
し
て
、
こ
の
文
の
よ
う
に
言
う
。

の
よ
ケ
な
も
の
を
さ
す
。

第
五
類
　
対
話
の
超
文
は
、
父
・
母
・
隣
人
な
ど
本
人
以
外
の
者
に
よ

っ
て
お
こ
さ
れ
、
本
人
の
応
対
が
次
文
に
お
い
て
話
し
こ
と
ば
と
な
っ

て
あ
ら
わ
れ
な
い
ば
あ
い
で
あ
る
。
起
文
の
対
人
形
式
は
、
「
父
・
母

・
隣
人
な
ど
↓
」
と
な
り
、
そ
れ
に
つ
づ
く
次
文
は
「
『
…
…
…
』
↓

父
・
母
．
隣
人
な
ど
」
と
な
っ
て
、
無
言
と
な
る
。
．
無
言
型
と
も
よ
ぴ

う
る
も
の
。

た
と
え
ば
、

○

コ

レ

ワ

○

…

…

…

。

ナ
ソ
デ
ス
カ
？
－
（
父
↓
）

2

（

1

父

）

昭
和
2
5
年
3
月
3
日
（
金
）
、
午
後
二
・
〇
〇
す
ぎ
。
父
が

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
て
ー
の
文
の
よ
う
に
き
て
と
、
な
に

か
言
い
た
そ
う
に
し
て
、
な
に
も
言
え
な
い
。

の
よ
う
な
も
の
を
さ
す
。

三

第
一
難
に
は
、

○
モ
ー
　
ア
ジ
が
。
（
1
父
）

昭
和
お
年
2
月
9
日
（
木
）
、
朝
、
窓
の
障
子
の
桟
に
、
小

さ
い
蛾
（
モ
ー
）
が
い
る
（
ア
ン
ガ
）
の
を
見
て
、
こ
の
よ

う
に
父
に
言
う
。

°

○
タ
ー
プ
ヤ
ソ
　
了
ッ
タ
イ
　
パ
ソ
ツ
　
チ
．
コ
ー
ダ
イ
　
ヤ
。
（
1
母
）

°

昭
和
2
5
年
2
月
9
日
（
木
）
、
朝
、
母
（
ク
ー
チ
ヤ
ソ
）
に

向
か
っ
て
あ
た
た
か
い
（
了
ッ
タ
イ
）
。
パ
ン
ツ
を
は
か
せ

て
く
れ
と
、
こ
の
よ
う
に
言
う
。

の
よ
う
に
、
幼
児
ら
し
い
情
報
や
要
求
を
不
す
も
の
が
多
い
。
詔
い
も
、

°

幼
児
特
有
の
も
の
を
用
い
る
。
「
ク
ー
チ
ャ
ソ
」
は
、
「
カ
ー
チ
ャ

－・・1日　l・



ソ
」
と
言
え
な
い
で
、
こ
の
よ
う
竺
這
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
ク
ラ
イ
　
ネ
。
（
1
父
）

昭
和
館
年
2
月
は
日
（
水
）
、
午
後
八
・
〇
〇
こ
ろ
。
父
に

だ
か
れ
て
キ
ャ
ラ
メ
言
藍
只
小
に
い
く
時
、
玄
関
を
出
密

と
た
ん
に
、
す
ぐ
に
こ
の
よ
う
些
言
う
。
今
ま
で
父
が
よ
く

言
っ
て
い
た
こ
と
ば
で
あ
る
。

こ
の
例
で
は
、
み
ず
か
ら
力
行
菅
が
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
日
ご

ろ
こ
の
よ
う
な
ば
あ
い
に
父
か
ら
考
か
さ
れ
て
い
ね
こ
と
ば
が
．
自
発
的

に
出
て
き
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
触
発
型
か
ら
は
な
れ
て
自
発
型
に

な
っ
て
き
た
一
つ
の
具
体
例
で
あ
る
。

ま
た
、

○
ク
ー
タ
　
チ
ョ
ー
ダ
ィ
。
1
　
テ
ン
キ
　
ヨ
。
2
（
1
母
）
．

昭
和
2
5
年
2
月
1
6
日
（
木
）
、
午
前
一
一
・
三
〇
す
ぎ
。
台

所
へ
行
っ
て
、
母
に
下
駄
（
ク
ー
ク
）
取
出
し
て
く
れ
と
、

1
の
文
の
よ
う
に
言
う
。
天
気
（
テ
ソ
キ
）
が
よ
く
、
隣
近

所
の
女
児
た
ち
が
戸
外
で
遊
ん
で
い
る
の
を
見
て
、
2
の
文

の
よ
う
に
言
う
。

の
よ
う
に
、
要
求
と
報
知
（
要
求
の
理
由
づ
け
）
と
が
し
ぜ
ん
に
一
つ

の
い
き
お
い
を
な
し
て
文
の
質
丑
の
充
実
・
増
大
へ
と
伸
び
て
い
る

例
も
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、

●

○
ト
ー
チ
ヤ
ソ
　
オ
チ
ョ
イ

昭
和
2
5
年
2
．
月
1
8
日 イ

ツ
タ
。
（
1
父
）

（
土
）
午
後
八
・
〇
〇
す
ぎ
。
父
が
帰

宅
す
る
と
、
玄
関
ま
で
出
て
き
て
、
す
ぐ
に
父
に
向
か
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
言
う
。
父
の
帰
宅
の
お
そ
い
（
オ
チ
ョ
イ
）
　
こ

と
を
、
母
竺
一
己
、
つ
ね
と
い
う
の
で
あ
る
。

○
バ
ー
チ
ャ
ン
が
　
オ
モ
チ
ッ
ク
　
ヨ
。
（
1
父
）

昭
和
2
5
年
2
月
1
8
日
（
土
）
、
午
後
八
・
・
〇
〇
す
ぎ
。
父
が

帰
宅
す
る
と
、
平
井
の
祖
母
（
．
バ
ー
チ
ヤ
ソ
）
が
お
も
ち
を

送
っ
て
く
れ
密
（
ォ
モ
チ
ッ
ク
）
こ
と
を
こ
の
よ
う
に
報
告

す
る
。

○
。
バ
イ
　
バ
イ
　
ヨ
。
（
↓
父
）

昭
和
2
5
年
2
月
1
8
日
（
土
）
午
後
八
・
〇
〇
す
ぎ
。
父
の
へ
や

に
、
み
か
ん
が
い
っ
ぱ
い
（
。
ハ
イ
。
ハ
イ
）
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て

お
い
て
あ
る
の
を
見
て
、
そ
れ
を
指
さ
し
て
こ
の
よ
う
に
言

肴
ノ
。

以
上
三
例
は
、
帰
宅
し
た
父
に
、
帰
り
の
あ
そ
か
っ
た
父
を
待
ち
わ

び
て
い
た
さ
ま
、
父
の
不
在
中
の
ニ
ュ
ー
ス
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
自
発
的
に

話
し
か
け
た
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
経
験
や
事
件
彗
自
分
の
こ
と
ば

い
っ
ぱ
い
に
表
現
し
て
い
こ
う
と
す
る
さ
ま
が
う
か
が
わ
れ
る
。

°

○
チ
ソ
ダ
？
1
　
マ
グ
？
2
　
（
1
父
）

昭
和
2
5
年
2
月
2
0
日
（
月
）
、
午
前
九
・
〇
〇
こ
ろ
。
父
の

°

机
に
来
て
　
イ
ソ
ク
の
使
用
が
す
ん
だ
（
チ
ソ
ダ
）
か
、
ま

だ
か
を
、
1
・
2
の
文
の
よ
う
に
き
く
。

こ
れ
は
、
自
発
的
に
問
い
ゐ
形
を
と
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
単
純
で
あ

り
な
が
ら
、
要
を
え
た
形
に
定
讃
し
て
い
る
。
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●

○
了
「
チ
ャ
ン
　
オ
ッ
パ
イ
　
チ
タ
ー
　
ダ
イ
　
イ
ッ
コ
。
（
↓
母
）

昭
和
2
5
年
。
一
月
洲
日
（
月
）
、
午
後
三
・
〇
〇
す
ぎ
。
母
と

°

卦
ふ
ろ
に
い
っ
て
、
宏
に
癒
し
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
（
7
－
チ

ャ
ン
）
　
（
弟
、
照
樹
）
の
こ
と
を
心
配
し
て
、
お
ち
ち
（
ォ

ッ
パ
イ
）
を
ほ
し
が
っ
て
、
言
っ
て
る
よ
（
イ
ツ
ヨ
）
と
、

．
こ
の
文
の
よ
う
に
言
う
。
「
イ
ツ
ヨ
」
は
、
あ
い
ま
い
に
言

っ
て
、
は
っ
き
り
と
は
き
き
と
れ
な
い
。

こ
の
例
は
、
自
分
の
弟
（
赤
ち
ゃ
ん
）
に
つ
い
て
．
み
ず
か
ら
述
べ

た
も
の
で
、
い
つ
も
は
赤
ち
ゃ
ん
を
つ
れ
て
く
る
の
に
、
き
ょ
ケ
．
は
お
い

て
き
た
と
い
う
新
し
い
経
験
か
ら
、
こ
の
言
い
か
た
を
得
て
い
る
の
で

あ
る
。○

ト
ー
チ
ヤ
ソ
　
ガ
　
ト
ー
ツ
タ
。
（
↓
母
）

昭
和
2
5
年
3
月
4
日
（
土
）
、
午
前
八
・
〇
〇
。
父
が
、
母

と
自
分
（
澄
晴
）
と
の
う
し
ろ
を
通
っ
て
、
食
卓
に
つ
く
と
、

す
ぐ
に
母
に
向
か
っ
て
、
こ
の
よ
う
些
言
う
。

平
凡
な
こ
と
が
新
鮮
な
気
持
で
と
ら
え
ら
れ
、
そ
れ
が
い
き
い
き
と

母
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
格
助
詞
「
ガ
」
の
安
定
性
の
あ
る
発
現
も
注

目
さ
れ
る
。

こ
の
例
に
つ
づ
い
て
は
、

°

○

ヮ

イ

ク

　

ヨ

　

オ

ユ

ガ

。

1

　

ク

ー

チ

ャ

ン

　

オ

ユ

　

ワ

イ

ク

ヨ
。
2
　
（
↓
母
し

昭
和
2
5
年
3
月
5
日
（
日
）
、
午
後
五
・
〇
〇
前
。
母
に
お

∴
ん
ぶ
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
（
弟
、
．
照
周
）
を
入
れ
る
お
潟
が
わ

°

い
た
の
で
、
母
（
ク
ー
チ
ャ
ン
）
　
に
、
1
・
↓
一
の
文
の
よ
う

に
言
う
。

の
よ
う
に
、
主
・
述
の
倒
農
法
が
み
ら
れ
、
こ
の
例
に
つ
づ
い
て
、
倒

投
法
が
三
例
完
続
出
し
て
い
る
。

こ
の
期
の
こ
と
ば
の
教
育
と
し
て
は
、
ま
す
自
発
型
の
幼
児
ら
し
さ

に
み
ち
た
文
豪
現
に
諮
自
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
類
で
は
、
こ

と
ば
（
文
表
現
）
の
習
得
に
応
じ
て
、
安
定
化
が
み
ら
れ
る
。
同
時
に

、
幼
児
と
し
て
の
新
税
域
の
開
拓
も
、
い
く
ら
か
の
不
安
定
感
を
と
も

な
い
な
が
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
く
。

両
親
と
し
て
は
、
幼
児
の
自
発
的
な
表
現
を
、
た
し
か
に
受
け
と
め

て
や
る
こ
と
が
だ
い
じ
で
あ
る
。
そ
の
時
そ
の
場
の
大
人
と
し
て
の
仕

事
に
追
わ
れ
て
平
板
な
「
あ
し
ら
い
」
に
な
が
れ
な
い
よ
う
に
い
委
し
め

な
く
で
は
な
ら
な
い
。
単
純
無
量
の
幼
児
の
気
特
を
せ
い
い
っ
ぱ
い
に

汲
み
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
幼
児
の
対
話
を
育
て
て
い
く
基
本
が

こ
こ
に
あ
る
。
（
前
掲
諸
例
に
、
父
・
母
の
応
対
の
文
が
欠
如
し
て
い

る
の
は
、
多
く
は
記
録
の
不
備
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
）

四

窮
二
炉
に
は
、

○
ホ
ン
ト
l
一
　
ホ
ン
ト
二
。
・
－
（
父
1
）
、

○
ホ
ソ
．
ト
　
ホ
ン
ト
。
2
　
（
↓
父
）

昭
和
2
5
年
2
月
1
4
日
（
火
）
へ
父
が
意
図
的
に
、
「
ホ
ン
ト

ニ
」
の
「
1
こ
を
き
わ
だ
て
て
言
っ
て
も
、
2
の
文
の
よ
う

に
言
う
だ
け
で
、
ま
だ
そ
れ
を
ま
ね
よ
う
と
は
し
な
い
。

の
よ
う
に
、
幼
児
の
型
連
段
階
に
応
じ
で
の
枚
倣
が
み
ら
れ
る
。
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ま
た
、
模
倣
部
位
は
、

○
ホ
ー
ラ
　
グ
ム
イ
　
ヨ
。
－
（
父
↓
）

・
〇
ホ
ー
ラ
。
2
（
I
父
）

昭
和
2
5
年
2
月
1
5
日
（
水
）
、
朝
、
父
が
t
の
文
の
よ
う
に

言
う
と
、
す
ぐ
に
ま
ね
て
2
の
安
打
よ
う
に
言
う
。

の
よ
う
に
、
幼
児
の
耳
に
と
め
た
興
味
に
よ
っ
て
え
ら
ば
れ
て
い
て
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
自
然
触
発
に
対
し
て
、

○
オ
ハ
ヨ
「
　
イ
ー
ナ
サ
イ
。
l
（
母
↓
）

○
オ
ハ
ヨ
。
2
（
1
浜
本
の
お
ば
さ
ん
）

昭
和
2
5
年
2
月
1
6
日
（
木
）
、
午
前
一
〇
・
三
〇
こ
ろ
。
お

隣
の
浜
本
の
お
ば
さ
ん
．
に
、
朝
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に

と
、
母
が
ー
の
文
の
よ
う
に
言
う
と
、
す
ハ
＼
に
2
の
文
の
よ

う
に
お
ば
さ
ん
に
言
う
。

○
オ
カ
ー
チ
ヤ
ソ
二
一
オ
ー
．
パ
オ
　
キ
セ
テ
．
モ
ラ
イ
ナ
サ
イ
。

1
（
父
1
）

○
オ
ー
．
ハ
　
チ
ョ
ー
ダ
ィ
。
2
（
↓
母
）

昭
和
2
5
年
2
月
川
日
（
木
）
、
午
前
一
〇
・
三
〇
す
ぎ
。
父

上
横
川
（
広
島
市
内
）
へ
出
か
け
る
時
、
父
が
1
の
安
の
よ

う
に
言
う
と
、
母
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
2
の
文
の
ュ
う
に

言
う
。

の
よ
う
に
、
父
・
母
に
よ
る
有
意
触
発
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
有
意
触
発

で
は
、○

オ
カ
ー
チ
ヤ
ソ
　
ヒ
バ
チ
　
モ
ツ
テ
　
キ
ク
　
ヨ
　
イ
ー
ナ
サ
イ
。

－
（
父
↓
）

○
′
ビ
バ
チ
／
フ
ッ
ク
　
ヨ
。
。
一
（
I
母
）

昭
和
2
5
年
2
月
1
7
日
（
金
）
、
午
前
七
・
三
〇
す
ぎ
。
父
が

火
鉢
の
こ
と
を
1
の
文
の
よ
う
に
言
う
と
、
母
に
向
か
っ
て
、

2
の
文
の
よ
う
に
言
う
。

の
よ
う
に
、
超
文
の
焦
点
・
要
点
を
と
ら
え
て
、
自
己
の
言
語
能
力
に

応
じ
て
、
そ
の
場
両
の
中
で
、
自
己
の
こ
と
ば
を
生
か
し
て
い
く
。
触

発
に
応
じ
て
、
「
ヒ
パ
テ
」
の
よ
う
な
語
の
出
現
を
み
る
こ
と
も
す
く

な
く
な
い
。

模
倣
単
位
は
、
た
と
え
ば
、

○
オ
ミ
カ
ン
。
1
（
父
1
母
）

○
オ
ミ
カ
ソ
。
2
（
心
父
）

′
　
昭
和
2
5
年
2
月
2
2
日
（
水
）
、
午
後
八
・
〇
〇
す
ぎ
。
・
父
が

母
に
t
の
文
の
よ
う
に
言
う
と
、
す
ぐ
に
ま
ね
て
、
2
の
文

の
よ
う
に
父
に
言
う
．
。

○
ミ
ル
ク
　
モ
ー
　
ハ
ソ
ブ
ソ
　
シ
カ
　
ナ
イ
ガ
ネ
。
1
（
母
1
巳
）

（
母
の
ひ
と
り
ど
と
）

○
ハ
ソ
プ
ソ
。
2
（
1
母
）

昭
和
2
5
年
2
月
お
目
．
（
木
）
、
午
前
八
・
〇
〇
す
ぎ
。
母
が

ひ
と
り
ご
と
の
よ
う
に
t
の
文
を
言
う
の
を
き
い
て
、
ま
ね

て
2
の
文
の
よ
う
に
言
う
。

の
よ
う
に
、
全
体
模
倣
の
四
苦
節
名
詞
（
一
語
文
）
も
あ
り
、
部
分
模

倣
の
そ
れ
も
あ
る
。
模
倣
単
位
の
と
り
か
た
は
、
触
発
の
興
味
に
応
じ

て
、
か
な
り
自
在
に
お
こ
な
わ
れ
る
。

触
発
型
（
模
倣
型
）
の
文
表
現
は
、
幼
児
の
言
語
習
得
の
基
本
に
な
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つ
て
い
る
。
触
発
者
と
し
て
の
両
親
は
、
自
然
・
有
意
両
触
苑
を
通
し

て
、
ゆ
た
か
な
正
し
い
文
表
現
を
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
触
発

の
機
会
を
自
然
に
ゆ
た
か
に
し
て
、
譜
い
・
安
の
習
得
を
か
っ
ば
つ
に

し
て
や
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
自
然
触
発
の
坤
で
重
接
全
体
模
倣
の

ば
あ
い
は
、
幼
児
の
模
倣
ぶ
り
に
の
み
興
味
を
向
け
て
、
興
味
本
位
の

「
あ
し
ら
い
」
に
お
わ
り
や
す
い
。
こ
の
点
は
、
じ
ゆ
う
ぶ
ん
い
ま
し

め
な
く
宅
は
な
ら
な
い
㍉

五

第
一
難
・
第
二
顆
の
対
話
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
発
・
触
発
に
重
点
を
お

い
た
単
純
対
話
で
あ
っ
て
、
対
話
に
駄
け
る
展
開
性
は
、
そ
の
可
能
性

を
ほ
ら
ん
．
で
い
た
が
、
展
開
は
お
お
む
ね
単
一
で
あ
っ
た
。

綿
三
野
の
対
話
型
・
問
答
型
は
、
第
一
・
二
類
を
基
盤
に
し
た
そ
れ

守
れ
の
展
開
を
示
す
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、

○
ア
ッ
ク
イ
　
パ
ン
ツ
　
ハ
キ
ナ
サ
イ
。
1
（
母
↓
）

○
了
ッ
タ
イ
　
ナ
イ
　
ヨ
。
2
（
↓
母
）

昭
和
2
5
年
諸
月
日
日
（
火
）
、
母
に
1
の
文
の
よ
う
に
言
わ

れ
て
、
パ
ソ
ツ
を
は
く
と
、
つ
め
た
い
の
で
、
す
ぐ
に
2
の

文
の
よ
う
に
母
些
言
う
。

の
よ
う
に
、
「
了
ッ
．
タ
イ
」
の
単
純
模
倣
で
な
く
て
、
否
定
法
薮
と
っ

て
の
言
い
か
え
し
に
な
っ
て
い
る
点
は
、
第
二
郊
か
ら
の
発
展
と
み
ら

れ
牟ま

た
、

○

ト

ー

チ

ヤ

ソ

　

ワ

ソ

ヮ

ソ

　

ナ

イ

ナ

イ

　

チ

汀

－

ダ

ィ

。

－

ベ

1

父

）

○
ド
コ
エ
ソ
1
2
（
父
1
）

○
プ
ッ
チ
。
3
（
↓
父
）

○
ヮ
ソ
ヮ
ソ
　
オ
ツ
。
ハ
イ
　
チ
。
－
．
グ
ィ
。
4
（
↓
父
）

昭
和
2
5
年
2
月
用
日
（
水
）
、
午
前
九
・
〇
〇
す
ぎ
。
（
前

掲
参
照
）

の
よ
う
に
、
第
一
難
の
自
発
型
（
「
チ
。
1
才
ィ
」
形
式
・
指
示
方
法

な
ど
）
を
ふ
ま
え
て
、
素
朴
な
対
話
を
な
し
て
い
る
の
も
あ
る
。

○
了
カ
チ
ヤ
ソ
ノ
　
オ
ツ
ク
　
ナ
イ
カ
ネ
？
－
（
母
↓
）

○
オ
ッ
ク
　
了
ル
　
ヨ
。
1
2
　
（
1
母
）

昭
和
2
5
年
2
月
1
5
日
（
水
）
、
赤
ち
ゃ
ん
（
弟
、
照
樹
）
に

つ
け
る
メ
ソ
ソ
レ
ク
ム
　
（
オ
ッ
ク
）
　
（
お
く
す
り
）
を
、
母

が
さ
が
し
て
い
て
、
1
の
文
の
よ
う
に
言
う
と
、
2
の
文
の

よ
う
に
言
う
。

こ
れ
は
、
単
純
な
問
答
に
な
っ
て
い
る
例
で
あ
る
。
「
オ
ッ
ク
」
と

母
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
幼
児
へ
問
い
か
け
る
母
親
の
ど
く
し
ぜ
ん
な

心
く
ぼ
り
で
あ
る
。

○
バ
．
ハ
チ
イ
　
コ
。
1
（
母
1
）

〇
．
ハ
．
ハ
チ
？
2
　
7
1
チ
ャ
ン
　
ボ
ン
ボ
ン
？
3
（
l
母
）

昭
和
2
5
年
2
月
川
口
（
木
）
、
戸
外
で
小
石
を
拾
う
の
で
、

母
が
き
た
な
い
よ
（
ぺ
バ
チ
イ
ヨ
）
と
、
－
の
文
の
よ
う

に
注
意
す
る
と
、
き
た
な
い
（
．
ハ
．
ハ
チ
）
？
、
赤
ち
ゃ
ん
（
7
1

チ
ャ
ン
）
の
う
ん
こ
（
ポ
ジ
ボ
ン
）
な
の
？
、
と
　
。
‥
3
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の
文
の
よ
う
に
母
に
き
く
。

の
よ
う
に
、
母
の
問
い
に
対
し
て
、
さ
ら
に
問
い
を
か
さ
ね
て
い
く
よ

う
に
も
な
る
。

○

ス

ミ

バ

リ

チ

ャ

ン

ノ

　

オ

カ

ズ

ワ

　

ナ

ど

一

ス

ル

カ

ネ

？

I
へ
母
1
）

○
ォ
ヵ
ズ
　
チ
ョ
ー
ダ
ィ
。
2
（
↓
母
）

昭
和
2
5
年
2
月
1
8
日
（
l
土
）
、
朝
、
母
が
ー
の
文
の
よ
う
に

き
く
と
・
2
の
文
の
よ
う
竺
一
己
う
。

こ
の
例
で
は
、
「
オ
カ
ズ
」
と
い
う
語
に
ひ
か
れ
て
そ
れ
は
う
ま

く
言
え
た
が
、
母
の
問
い
の
文
意
！
l
と
く
に
、
「
ナ
ど
一
ス
ル
？
」

は
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
間
答
の
ず
れ
は
、
母

の
一
純
の
不
用
意
な
言
い
か
た
に
も
起
因
し
、
幼
児
の
翻
解
力
の
限
界

に
も
起
因
し
て
い
る
。

○
ス
ミ
　
ヨ
。
1
（
父
↓
）

○
チ
ョ
ー
ネ
。
（
↓
父
）

昭
和
郎
年
㍑
月
j
H
（
霊
、
父
が
す
す
り
の
す
み
を
す
っ

て
い
て
ー
の
文
の
よ
う
に
お
し
え
て
や
る
と
、
そ
う
ね
（
チ

コ
ー
ネ
）
と
、
り
一
の
安
の
よ
う
に
父
に
言
う
。

こ
の
例
で
は
、
触
発
狸
で
な
い
、
問
答
狸
と
し
て
の
幼
児
ら
し
い
答

え
ぶ
り
な
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

■

〇

十

ー

ト

ー

オ

．

ハ

チ

ャ

ソ

　

ジ

ド

ー

シ

ャ

　

ヨ

。

1

（

母

1

）

○
ト
ー
ト
ー
オ
・
ハ
チ
ャ
ン
　
チ
ソ
チ
ソ
．
フ
ー
ヨ
。
。
一
（
↓
母
）

昭
和
お
年
。
一
月
両
肯
（
水
）
、
登
仙
九
・
〇
〇
す
ぎ
。
お
隣

の
浜
亦
の
か
は
さ
ん
（
こ
の
か
げ
さ
ん
の
、
」
と
箕
橙
暗
巧

ト
ー
ト
ー
オ
．
♪
チ
ャ
ン
と
よ
び
な
れ
て
い
る
。
）
が
自
動
革

に
の
二
：
モ
行
く
の
だ
と
、
1
の
文
の
よ
う
に
母
が
言
う
と
、

電
軍
（
チ
ソ
チ
プ
ー
）
に
乗
っ
て
い
く
の
だ
と
、
2
の
文
の

う
に
母
に
言
う
。

こ
の
例
に
は
、
自
然
触
発
を
一
歩
ふ
み
こ
え
た
対
等
の
言
い
ぶ
り
が

み
ら
れ
る
。

○
コ
ッ
チ
　
ョ
。
（
↓
父
）

昭
和
2
5
年
2
月
2
2
日
（
水
）
、
午
前
二
・
〇
〇
。
父
と
外

出
す
る
前
に
、
く
つ
は
、
玄
関
で
は
な
く
、
台
所
の
ほ
う
に
・

あ
る
と
、
父
が
言
う
の
に
（
話
し
こ
と
ば
の
ま
ま
を
記
録
し

て
い
な
い
。
）
、
玄
関
の
ほ
う
（
コ
ツ
・
チ
）
に
あ
る
と
言
う

こ
の
例
に
も
、
幼
児
と
し
て
の
自
巳
主
張
が
あ
て
て
、
緊
萌
し
た
対

話
性
が
み
ら
れ
る
。

○
ク
ー
チ
ヤ
ソ
　
ブ
ソ
ブ
。
ハ
イ
　
ヨ
。
1
（
↓
母
）

○
ト
ー
ト
ー
オ
バ
チ
ヤ
ソ
ノ
　
ブ
ソ
ブ
　
ヨ
。
2
（
母
心
）

○
ト
ー
ト
ー
オ
バ
チ
ャ
ン
　
ノ
ソ
り
l
。
（
1
母
）

○
オ
パ
チ
ャ
ン
プ
ソ
ブ
　
パ
イ
ク
　
ヨ
ー
。
4
（
1
浜
本
の
お
ば
さ
ん
）

昭
和
2
5
年
2
月
お
目
（
木
）
、
午
前
一
〇
・
〇
〇
。
母
（
タ

ー
プ
ヤ
ソ
）
に
、
バ
．
ケ
ツ
の
水
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る

よ
と
、
l
の
文
の
よ
う
に
言
う
。
母
が
、
そ
の
バ
ケ
ツ
の
水

は
、
お
隣
の
種
木
の
お
ば
さ
ん
（
ト
ー
ト
ー
オ
バ
チ
ャ
ソ
）

の
ガ
と
、
。
一
の
文
の
よ
▼
り
に
言
う
と
、
3
の
文
の
よ
う
に
母

に
た
し
か
め
▼
て
お
隣
の
お
ば
さ
ん
に
4
の
文
の
よ
う
に
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し
ら
せ
る
。

・
こ
の
例
に
は
、
複
合
対
人
形
式
に
お
け
る
報
知
・
確
認
・
報
知
の
ひ

・
と
つ
づ
き
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。

○
カ
ニ
一
ッ
タ
？
1
（
l
母
）
　
●

○
ト
ー
チ
ャ
ソ
　
ワ
？
2
（
l
母
）

○
ト
ー
チ
ャ
ソ
ワ
　
ポ
チ
ャ
ボ
チ
ャ
　
イ
ッ
ク
　
コ
。
3
（
母
l
）

○
ヒ
ト
リ
イ
ツ
タ
？
4
ト
ー
チ
ヤ
ソ
　
ポ
チ
ャ
ボ
チ
ヤ
？
5
（
l
母
）

昭
和
2
5
年
3
月
3
日
（
金
）
、
年
後
三
・
〇
〇
す
ぎ
。
来
訪

し
て
い
た
お
兄
ち
ゃ
ん
（
学
生
）
が
辞
去
し
た
か
と
、
－
の
文

の
よ
う
に
母
に
き
き
、
つ
い
で
、
2
の
文
の
よ
う
に
父
の
こ

と
を
き
く
。
母
が
3
の
文
の
よ
う
に
、
父
は
お
ふ
ろ
（
ポ
チ

ャ
ボ
チ
ャ
）
に
い
っ
た
と
言
う
と
、
4
の
文
の
よ
う
に
き

き
、
ま
た
、
．
5
の
文
の
よ
う
に
き
く
。

こ
の
例
に
は
、
四
つ
の
問
い
の
展
開
が
み
ら
れ
る
。
自
分
の
知
り
た

し
か
め
た
い
こ
と
を
、
簡
単
な
形
で
は
あ
る
が
、
間
い
つ
づ
け
て
い
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
期
に
は
、
対
話
型
・
問
答
型
の
発
展
が
み
ら
れ

説
。
こ
と
に
、
こ
の
一
カ
月
間
で
は
、
二
月
二
十
二
日
（
水
）
に
、
．
こ

の
第
三
類
の
例
が
い
ち
じ
る
し
く
、
こ
の
日
の
採
集
例
5
3
の
う
ち
、
1
8

例
を
か
ぞ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
ダ
レ
ニ
モ
ヲ
ツ
ケ
・
ノ
？
1
（
父
l
）

0
7
ッ
チ
ノ
　
オ
．
ハ
チ
ャ
ン
　
ネ
。
2
（
母
l
）

○
了
ッ
チ
　
オ
バ
チ
ャ
ン
。
3
（
↓
父
）

昭
和
2
5
年
。
一
月
出
目
（
水
）
、
午
前
一
〇
・
〇
〇
す
ぎ
。
母
と

外
出
し
、
丸
山
さ
ん
（
近
所
の
か
た
）
に
り
ん
ご
を
も
ら
っ
た

の
で
、
父
が
t
の
文
の
よ
う
に
き
く
と
、
母
が
2
の
文
の
よ

う
に
言
っ
て
助
け
、
そ
れ
を
ま
ね
て
、
8
の
文
の
よ
う
竺
競

〔
ノ
。

こ
の
例
呼
は
、
母
の
2
の
文
に
助
け
ら
れ
て
父
の
問
い
に
こ
牢
え

て
い
る
。
2
の
文
は
、
母
が
代
っ
て
答
え
て
い
る
が
、
単
に
そ
れ
だ
け
・

で
な
く
て
、
2
・
3
の
文
に
よ
り
ヽ
母
子
一
体
の
答
え
か
た
に
な
っ
て

い
る
。
発
達
途
上
の
幼
児
の
こ
と
ば
の
教
育
が
こ
の
よ
う
な
形
で
い
と

な
ま
れ
る
こ
と
は
、
ご
く
し
ぜ
ん
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、

こ
の
よ
う
な
方
法
を
重
視
し
て
い
か
な
て
て
は
な
ら
な
い
。

対
話
型
・
問
答
型
の
教
育
は
、
幼
児
の
こ
と
ば
の
教
育
の
な
か
で
は
、

最
も
中
心
の
位
置
を
し
め
る
。

両
親
は
幼
児
と
の
対
話
の
展
開
に
お
い
て
、
話
し
手
と
し
て
の
幼
児

を
い
た
わ
っ
て
や
り
、
ひ
き
た
て
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

両
親
は
幼
児
に
対
し
て
よ
き
聞
き
手
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
も
す

る
と
、
両
親
は
か
ん
た
ん
に
あ
し
ら
っ
て
す
ま
せ
る
「
あ
し
ら
い
」
に

お
ち
い
り
や
す
い
。
両
親
が
幼
児
に
対
し
て
興
味
本
位
の
「
あ
し
ら

い
」
に
お
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
に
は
、
両
親
と
し
て
の
こ
と
ば
自

覚
を
深
め
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
ヽ一

ノ

第
四
類
に
は
、

°

○

ペ

ツ

コ

　

了

ル

ノ

？

1

7

ソ

　

ノ

？

2

へ

l

己

）
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昭
和
2
5
年
2
月
2
2
日
（
水
）
、
午
前
一
〇
・
一
二
〇
こ
ろ
。
オ

ー
バ
の
ポ
ケ
ッ
ト
（
べ
ツ
コ
）
が
あ
る
の
か
と
、
ポ
ケ
ッ
ト

を
さ
が
し
な
が
ら
、
－
・
2
の
文
を
ひ
と
り
ご
と
の
よ
う
に

言
う
。

○
コ
ツ
コ
t
。
1
．
（
に
わ
と
り
↓
）

○
ト
t
t
t
。
．
2
ト
3
（
心
己
）

昭
和
裏
年
2
甘
2
2
日
（
水
）
、
午
前
二
・
〇
〇
す
ぎ
。
父

一
と
交
通
展
へ
い
く
途
中
、
に
わ
と
り
の
鳴
く
（
I
の
文
）
の

を
岳
二
㌢
て
、
9
・
8
の
文
の
よ
う
に
言
う
が

○
モ
ー
チ
ョ
イ
　
チ
。
ィ
。
（
1
は
え
）

昭
和
単
年
2
月
元
日
（
木
）
、
午
後
一
・
〇
〇
す
ぎ
。
し
つ

こ
を
L
に
外
に
出
る
と
、
は
え
（
モ
ー
）
が
一
匹
い
た
の
で
、

を
れ
を
追
っ
ば
ら
お
う
と
し
て
ー
こ
の
よ
う
に
言
う
。

の
よ
う
に
、
広
狭
二
様
の
ひ
と
り
ご
と
ふ
う
の
話
し
ぶ
り
が
み
ら
れ

る
。
は
じ
め
の
例
は
、
狭
く
か
ぎ
っ
た
ば
あ
い
の
ひ
と
り
ご
と
に
ち
か

く
、
あ
と
の
二
例
は
、
に
わ
と
り
の
鳴
き
ど
え
に
触
発
さ
れ
た
り
、
通

え
（
モ
ー
）
に
自
発
的
に
話
し
か
け
た
り
し
て
い
て
い
す
．
れ
も
広
く

み
た
ば
あ
い
の
ひ
と
り
ど
と
に
ち
か
い
。
あ
と
の
二
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ

触
発
型
・
自
発
型
の
対
話
と
も
み
ら
れ
る
が
、
対
人
性
（
父
・
母
・
隣

人
な
ど
）
を
も
た
ず
、
幼
児
ら
し
い
対
向
性
（
生
物
・
家
具
・
お
も
ち

ゃ
な
ど
）
・
無
心
性
を
も
っ
て
い
る
点
で
、
第
一
・
二
樽
と
は
別
に
ま

と
め
て
孝
三
」
い
く
こ
と
に
し
た
。

こ
の
時
用
と
し
て
ほ
、
こ
う
し
わ
独
語
型
が
か
な
り
多
い
。
・

°○
オ
ウ
T
y
ヒ
イ
ク
ヒ
ユ
タ
と
イ
ク
。
（
1
己
）

昭
和
2
5
年
3
月
2
日
（
木
）
、
一
．
二
・
三
〇
こ
ろ
。
お
う
ど
ん

を
た
べ
か
け
の
ま
ま
、
父
の
へ
や
に
来
て
い
て
、
す
こ
し
す

る
と
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
、
走
っ
て
い
っ
で
、
た

°べ
る
。
「
ヒ
イ
ク
」
（
冷
え
た
）
渦
、
「
イ
」
と
言
っ
て
い

・
る
う
ち
に
、
「
エ
」
．
に
も
き
こ
え
る
時
が
あ
る
。

こ
の
例
に
は
、
幼
児
み
ず
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
形
で
し
か
あ
ら
わ
す

こ
と
の
で
き
な
い
伸
び
や
か
さ
が
み
ら
れ
る
。

○
ヤ
、
メ
、
ク
。
（
↓
己
）

昭
和
2

5
年
J
且
“
日
（
月
）
、
年
前
九
・
〇
〇
す
ぎ
。
ミ
シ

ソ
の
ふ
み
板
を
動
か
し
て
、
軍
を
ま
わ
し
て
遊
ん
で
い
て
、

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
苦
節
ご
と
に
区
切
る
よ

う
に
言
う
。

ひ
と
り
で
こ
の
よ
う
な
言
い
か
た
を
す
る
ま
で
に
は
、

○
ヤ
メ
タ
。
－
ヤ
メ
タ
ヨ
。
2
（
↓
母
）

昭
和
2

5
年
3
月
0
日
（
月
）
、
朝
、
ラ
ジ
オ
（
Ⅳ
・
f
I
・
K

）
の
「
う
た
の
お
ば
さ
ん
」
が
歌
を
う
た
い
お
わ
る
ご
と
に

、
－
・
2
の
文
の
よ
う
に
母
に
言
う
。

こ
の
よ
う
な
自
発
犯
の
言
い
か
た
畝
へ
て
い
訂
の
で
あ
っ
た
。
「
ヤ

、
メ
、
ク
。
」
の
例
に
は
、
あ
そ
ぴ
を
や
め
る
時
の
ほ
っ
と
し
た
ひ
と

り
ご
と
ら
し
さ
が
に
じ
ん
で
い
る
。

○
ト
ン
ヨ
n

l
（
1
己
）

昭
和
お
年
8
月
7
日
（
火
）
、
舶
食
の
時
、
食
卓
に
つ
こ
う
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と
し
て
、
ち
ょ
っ
と
つ
ま
ず
く
と
、
す
ぐ
に
こ
の
よ
う
に
言

肴
ノ
。

こ
の
例
に
み
ら
れ
る
機
敏
な
反
射
性
の
表
現
に
も
、
よ
ぐ
ひ
と
り
ご

と
が
生
き
て
い
る
。

○
。
ハ
ヵ
　
パ
カ
。
ハ
カ
。
（
1
己
）

昭
和
2
5
年
3
月
7
日
（
火
）
、
午
前
八
・
〇
ロ
す
ぎ
。
自
分

で
お
馬
さ
ん
に
な
っ
て
、
へ
や
の
中
を
こ
の
よ
う
に
言
っ
て

、
歩
き
ま
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
例
は
、
あ
そ
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
時
に
み
る
ひ
と
り
ご
と

で
あ
る
。

○
ヒ
ラ
イ
ク
。
－
ヒ
ラ
イ
ク
。
守
　
ナ
ン
　
ノ
　
ヒ
ラ
イ
ク
。
3
（
1
己
）

昭
和
2
5
年
3
月
7
日
（
火
）
、
午
後
七
・
三
〇
こ
ろ
。
ひ
と

り
で
こ
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。
「
ナ
ン
ノ
」
の
つ
ぎ
の

「
ハ
ナ
ガ
」
　
（
花
が
）
が
ぬ
け
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
類
で
は
、
う
た
に
な
っ
た
り
、
ま
た
時
と
し

て
、
か
け
で
え
に
な
っ
た
り
す
る
ば
あ
い
も
あ
る
。

こ
の
顆
の
独
語
型
は
、
幼
児
み
す
か
ら
の
ひ
と
り
あ
そ
ぴ
と
と
も
．
に

か
っ
げ
っ
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
両
親
の
は
い
る
ゆ
と
り
は
の
こ
さ
れ

て
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
独
語
を
き
き
と
め
て
や
る
こ
と
は
だ
い
じ
で

あ
り
、
そ
の
た
の
し
み
を
み
ま
も
っ
て
や
る
と
と
が
だ
い
じ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
ど
も
の
あ
そ
ぴ
そ
の
も
の
を
ゆ
た
か
に
し
て
や
る
こ
と
を

忘
れ
七
は
な
ら
な
い
。

な
お
、
広
義
の
独
語
の
ば
あ
い
、
両
親
の
話
し
か
け
．
て
や
る
ゆ
と
り

は
の
こ
さ
れ
て
い
．
る
。

セ

第
五
類
の
例
は
、
あ
ま
り
採
頭
さ
れ
て
い
な
い
。
・
前
掲
の
ほ
か
、
た

ま
た
ま
つ
ぎ
の
二
例
が
み
ら
れ
る
。

○
サ
ヨ
ナ
ラ
。
－
（
浜
本
の
お
ば
さ
ん
1
）

○
…
…
。
1
2
　
（
I
浜
本
の
お
ば
さ
ん
）

昭
和
2
5
年
2
月
幻
日
（
火
）
、
午
後
六
・
〇
〇
こ
ろ
。
お
隣

の
浜
本
さ
ん
か
た
へ
、
・
ひ
と
り
で
遊
び
に
い
っ
て
い
る
。
暗

く
な
る
か
ら
と
思
っ
て
、
母
が
つ
れ
に
い
っ
て
も
、
帰
ら
な

い
と
言
っ
て
、
な
か
な
か
を
か
な
い
。
そ
れ
で
も
、
や
っ
と

帰
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と
ス
ケ
ー
ト
を
お
し
て
、

チ
ャ
ソ
チ
ャ
ソ
コ
の
左
の
前
を
口
で
か
み
、
と
て
も
悲
し
を

ぅ
に
し
て
帰
る
‥
ぉ
隣
の
浜
本
の
お
ば
さ
ん
が
t
の
文
の
よ

う
に
言
っ
て
も
l
、
何
と
言
っ
て
も
、
知
ら
ん
顔
を
し
て
、
ふ

り
む
き
も
せ
ず
、
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
帰
る
。

○
ケ
サ
ヮ
　
ク
ビ
オ
　
ハ
カ
ズ
ニ
　
イ
ル
ト
　
ッ
メ
タ
イ
。
－
（
母

↓
己
）
　
（
母
の
ひ
と
り
ご
と
）

○
＝
…
・
。
2
（
寸
母
）

昭
和
2
5
年
2
月
2
2
日
（
水
）
、
午
前
八
・
〇
〇
こ
ろ
。
朝
食

の
時
、
母
が
ひ
と
り
ご
と
の
よ
う
に
1
の
文
を
言
う
と
、
す

ぐ
に
自
己
の
お
で
ん
ち
を
ね
ぎ
、
も
う
一
つ
、
え
も
ん
か
け

に
か
け
て
あ
る
お
で
ん
ち
を
持
っ
て
き
て
、
母
の
背
中
に
の

せ
る
。
記
録
に
、
こ
の
時
、
涙
が
出
そ
う
と
出
目
い
て
い
る
。

前
の
例
は
、
ふ
き
げ
ん
に
な
っ
て
、
だ
ま
り
こ
ん
で
い
る
ば
あ
い
で
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あ
り
、
あ
と
の
例
は
、
だ
ま
っ
て
は
い
る
が
琉
桶
的
に
行
動
し
て
い
る

ば
あ
い
で
あ
る
。

こ
の
類
の
雪
道
l
に
お
い
で
も
、
両
親
と
し
て
は
を
の
し
ぐ
．
さ
・
感

情
の
動
き
を
み
ま
も
っ
て
や
る
こ
と
が
だ
い
じ
で
あ
る
。
幼
児
ら
し
い

行
動
・
感
情
は
、
こ
の
無
言
型
に
お
い
て
か
え
↓
て
深
く
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
も
す
く
な
ぐ
な
い
。

八

幼
児
聖
霊
拍
教
育
に
お
い
て
は
、
そ
の
発
達
段
階
に
即
し
て
、
ゆ
た

か
な
対
話
力
の
育
成
を
は
か
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
幼

児
の
対
話
を
幼
児
本
位
に
愛
護
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
に
な
る
。
対
話

愛
護
は
、
対
話
の
分
化
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

と
く
に
潤
二
歳
期
の
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
幼
児
に
お
け
る
対
話

の
自
発
性
r
触
発
性
・
展
開
性
・
独
語
性
に
注
目
し
、
．
そ
れ
ぞ
れ
の
逸

話
成
立
と
を
の
過
程
に
や
い
て
、
両
親
が
理
解
者
・
触
発
者
・
表
現
者

・
育
成
者
と
し
て
の
立
場
と
態
膵
と
方
法
と
を
考
え
て
い
く
よ
う
に
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

両
親
の
基
本
的
立
場
と
し
て
は
、
こ
ど
も
本
位
・
対
話
本
位
の
立
場

を
と
り
、
基
本
的
態
度
と
し
て
は
、
「
あ
し
ら
い
」
を
い
ま
し
め
て

幼
児
対
話
を
正
し
く
理
解
し
て
い
く
態
度
を
と
り
、
基
本
的
方
法
と
し

て
は
、
対
話
各
難
の
特
性
に
応
じ
て
、
理
解
者
・
触
発
者
・
表
現
者
．
・

育
成
者
と
し
て
の
対
幼
児
話
法
を
こ
ま
や
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
の
ぞ

ま
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
封
年
4
月
2
5
日
柄
）

（
広
島
大
学
助
教
授
）
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艮

天

草

版

中

家

物

語

に

お

会
話
引
用
の
言
　
い
　
か

つ
　
い
　
て

天
草
版
平
家
物
語
に
お
け
る
会
話
引
用
の
形
式
に
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
。
こ
と
ば
の
形
を
と
っ
て
引
用
立
間
じ
る
場
合
に
し
て
も
、
「
…
・
：
ば
」

の
言
い
か
た
に
例
を
と
れ
ば
、
「
・
＝
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
」

「
…
と
い
は

る
れ
ば
」
　
「
…
と
小
へ
ば
」
　
「
…
と
あ
れ
ば
」
　
「
…
と
申
せ
ば
」
　
「
・
‥

tosho-seibi-repo
長方形




